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地域交通での議論
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減収額（実績）の推計結果

• 6-7兆円規模の減収額 （※4月予測推計と同一の方法による推計値）
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旅客事業者の⾮交通部⾨

売上額・営業利益額による分析

旅客事業者…航空を除くJR・私鉄・バスの3業種に該当する事業者

売上額（合計） 営業利益・損失額（合計）

• 不動産はCOVID-19の感染拡⼤以後も安定し，⿊字・売上額を維持
• ホテル・リゾート・レジャー，流通は2020年4⽉を境に減収・⾚字
2021年10~12⽉に⼊り，コスト削減によって損失が徐々に回復
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COVID-19によるトドメ
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https://www.asahi.com/articles/ASPDB6WW4PD9UTIL01Z.html

https://trafficnews.jp/post/114102

https://news.yahoo.co.jp/articles/16c9499df9de4538561470c80a323b7f35b01b5e

路線の廃止・減便が続く



COVID-19によるトドメ
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https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20221028/2000067760.html

https://news.yahoo.co.jp/articles/1f19ba4c992e474cd97763abcbb1135d11e934e7

https://news.yahoo.co.jp/articles/8f23652771ba64f83d0a6bdb35acc7fb3615e9f8

運賃の値上げも相次ぐ



COVID-19によるトドメ

• 出典：JR西日本リリース資料
8

地⽅鉄道の在り⽅の議論にも



移動回数が減っている
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•１人当たりトリップ数の推移（平日）



自動車分担率も変っている
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•自動車分担率の推移（平日）



都市内移動が戻らない
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•月次利用状況（JR東海）



都市に人が出なくなっている

•平日の職場の滞在状況 by google community mobility report
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協⼒︓呉⾼専 福⽥圭希⽒
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交通からの
地域づくりを
マネジメントする
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行動変容プロセス
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認知

判断

⾏動

• TFP調査

• きっかけ
• 社会実験
• 運賃無料day
• 町内会・⽼⼈会の遠⾜
• 親⼦でのバス⾞庫⾒学ツアー
• 何らかのイベント

• 認知・判断・⾏動の
全てが揃わないと完
結しない

• 公共交通に関する
情報提供
（時刻表，路線図）



TFPアンケート（Travel Feedback Program）
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現状認識パート

資料を読ませるパート

• アンケートを通じて，具体的にどのように⾏動（利⽤）するか，書きながらシミュレートしてもらう

⾏動プランを⽴てるパート



交通の問題が示唆するもの
• 人口減に起因する問題
• 人口減により存続が厳しくなるサービスの１つとして交通がフォーカス
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このままだと間違いなく直面する問題
• 車生活が当たり前だった人が，車で移動できなくなる
• 商業の縮小
• 空き家問題
• 農業の継承
• 住民税収入の低下
• 固定資産税収入の低下
• 上下水道費等のインフラの１人あたり負担の増加è道路も

• 学校・病院の再編è病院はメインの高齢者が減る

• 公共交通の維持（鉄道・バス）èメインの高齢者が減る

• ドライバー不足è頼む相手がいない．「食わしている」など言語道断

• 福祉施設の廃業・再編èメインの高齢者が減る

• 観光産業の右肩下がりèメインの高齢者が減る（特に宿泊）

• 労働力不足による商店の廃業è営業時間短縮→客離れ
• 高付加価値労働の域外流出èノウハウを持つ人は中央へ集中

• 地域全体の企画能力の低下 è上記と同様  etc.

22Kanda-Lab, National College of Technology



視点１：需要予測の手法から考える
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発⽣（住まいなど） 集中（⾏き先など）

分布
（出発地・⽬的地の組み合わせ）

分担
（利⽤交通⼿段）

配分
（利⽤経路）

移動原単位
（１⼈あたり外出回数）

概ね⼀定増やしたいのはココ︕︕

警戒してきた(取合い)
「まちの移動量(外出回数)を

増やす」が
交通も都市も道路も

共通の⽬標
（都市価値の向上）



連携基盤づくり
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•良質なデータ連携基盤の３要素

集約された
データ

⼈的・組織的
連携基盤

信頼

× ×

連携基盤
※「データ」システムから⼊ると失敗する可能性⼤（過去の教訓から）

フルデジタルである
必要はない

保有するデータの
解釈⼒

機密度の⾼い情報を
提供するに値するか︖

• 複数のデータ連携は，異なるプレーヤーを結びつけて
混ぜることで，地⽅でもイノベーションが起こる

• 地域には「交通」がある。交通を軸とした
• データ＋場＋ビジネスの可能性＋相互の応援関係，
そして，それを混ぜることが共創の⼤きなカギ︕



データに基づく議論@広島・庄原
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• 交通・観光・金融関係の方々が集まって，毎月データを元にした
任意の研究会を開催

• 2021.10- 現在まで47回開催（毎月欠かさず）
• 民間企業の「営業定例会議」の発想
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ナイトタイムデマンド・「よるくる」
• 曜日別に方向を設定し運行

• 地域ぐるみでの利用検討を促すため
• 中心部は曜日関係なく運行

• 運賃はタクシーの８割程度に設定
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ナイトタイムデマンド・「よるくる」

• サービスの変更
• 日程別にエリア設定→フリーに
• 利用パターンを明示
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▼運行開始時のチラシ

▼サービスマイナーチェンジ後のチラシ

利用パターンの
明示

エリア別
運行日程設定
フリーに



ナイトタイムデマンド・「よるくる」
• 安全管理・運行管理

• ドライバー講習
• 「指定自動車学校での認定講習」＋「バス事業者独自基準の運転手講習」
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▼広島県内の大臣認定講習実施機関

• 安全第一の観点から，指定自動車学校での講習を受講

• 受講料は高いが，教習所コースの走行等を通じ，普段の運

転に対する気づきが多い

▼バス事業者独自の運転手講習

• 座学＋実践

• 危機管理を含めた安全対応



ナイトタイムデマンド・「よるくる」
当時のメモ

• 関係者見学会
• 目的：理解と意識を深める
• 12/6 ：行政関係者（県・市）
• 12/5(12, 13)：企業のトップ（商工会議所会
員）・自治会関係・住民希望者

• 報告会＋今後を考える会
• 1/23 PM@グランドホテル ，その後研究会，

• 運用によりわかったことの規制・ルール等
の意見交換

• 車両のあり方，採算性・事業性
• 12/6 + 12/24（東京，バス協会関係）

• 今後の検討
• FY2025に向けた企画の検討

• 他地域視察
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ナイトタイムデマンド・「よるくる」

•その後の動き
• 「よるくる」の実装（秋から最終実証，年明けから本
格化）

• タクシー会社が夜間のサービスを復活
• 「ひるくる」の運行（高速バス接続）

• バス会社がタクシー会社を事業承継
• 庄原型ライドシェア運営含めた一体運営
• ドライバー育成の内製化
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終わりに
•「交通」の問題は，他の領域でも共通する問題
•ただし，その問題意識や現状を共有できていない
•なので，連携が進まない

•「議論」と「それに基づき動かす」機会が重要

•「実証」を通じたコミュニケーション
• 企画は一緒に考える
• 具体的事象としての市民への投げかけ
• 定性的効果の重要性
• PDCAという表現が良いか？
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